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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上の電池セルを備えた列電池が直列に複数接続されてなる列電池群と、
　前記列電池の各々に対応して設けられ、対応する該列電池の電池状態を管理する複数の
電池管理手段と、
　前記電池管理手段の各々に対して固有の識別情報を付与するとともに、前記電池管理手
段から列電池の各々の電池状態情報を取得して管理する中央管理手段と、
　複数の前記電池管理手段をデイジーチェーンで接続する第２通信線と、
　複数の前記電池管理手段のうち、端部に位置するいずれかの該電池管理手段と該中央管
理手段とを接続する第１通信線と、
　前記電池管理手段間の前記第２通信線にそれぞれ設けられ、該電池管理手段間の接続及
び非接続を切り替える複数の接続切替手段と
を備え、
　初期状態において全ての前記接続切替手段は非接続状態とされており、
　前記電池管理手段の各々は、前記中央管理手段との通信において自身の識別情報が決定
されると、決定された該識別情報を記憶するとともに、自身の一つ下流側に位置する他の
該電池管理手段との間の該接続切替手段を接続状態として、他の該電池管理手段と該中央
管理手段とを通信可能な状態とする電池装置。
【請求項２】
　前記中央管理手段は、識別情報付与開始時において、前記第１通信線を介して接続され
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る前記電池管理手段に対し、識別情報の割付を要求する第１要求を送信し、
　前記第１要求を受信した前記電池管理手段は、自身の持つ識別情報を含む第１応答を前
記中央管理手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側に位置する他の電池管理手段
との間の前記接続切替手段を接続状態にすることで該他の電池管理手段と前記中央管理手
段とを通信可能な状態とし、
　前記第１応答を受信した前記中央管理手段は、受信した第１応答に含まれる該電池管理
手段の識別情報を記憶するとともに、所定の規則に基づいて生成した次の識別情報を含む
第２要求を、該他の電池管理手段に送信し、
　前記第２要求を受信した該他の電池管理手段は、受信した前記第２要求に含まれる識別
情報を自身の識別情報として記憶し、この記憶した旨を通知する第２応答を前記中央管理
手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側の電池管理手段との間の接続切替手段を
接続状態とする請求項１に記載の電池装置。
【請求項３】
　１以上の電池セルを備えた列電池が直列に複数接続されてなる列電池群と、
　前記列電池の各々に対応して設けられ、対応する該列電池の電池状態を管理する複数の
電池管理手段と、
　前記電池管理手段の各々に対して固有の識別情報を付与するとともに、前記電池管理手
段から列電池の各々の電池状態情報を取得して管理する中央管理手段と、
　複数の前記電池管理手段をデイジーチェーンで接続する第２通信線と、
　複数の前記電池管理手段のうち、端部に位置するいずれかの該電池管理手段と該中央管
理手段とを接続する第１通信線とを備え、
　初期状態において、前記第１通信線を介して中央管理手段と接続される最上流に位置す
る電池管理手段を除いた残りの電池管理手段の電源はオフ状態とされており、
　前記電池管理手段の各々は、前記中央管理手段との通信において自身の識別情報が決定
されると、決定された該識別情報を記憶するとともに、自身の一つ下流側に位置する他の
該電池管理手段に対し、電源を投入させる指令を送信し、他の該電池管理手段と該中央管
理手段とを通信可能な状態とする電池装置。
【請求項４】
　前記中央管理手段は、識別情報付与開始時において、前記第１通信線を介して接続され
る前記電池管理手段に対し、識別情報の割付を要求する第１要求を送信し、
　前記第１要求を受信した前記電池管理手段は、自身の持つ識別情報を含む第１応答を前
記中央管理手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側に位置する他の電池管理手段
に対し、電源を投入させる指令を送信し、該他の電池管理手段と前記中央管理手段とを通
信可能な状態とし、
　前記第１応答を受信した前記中央管理手段は、受信した第１応答に含まれる該電池管理
手段の識別情報を記憶するとともに、所定の規則に基づいて生成した次の識別情報を含む
第２要求を、該他の電池管理手段に送信し、
　前記第２要求を受信した該他の電池管理手段は、受信した前記第２要求に含まれる識別
情報を自身の識別情報として記憶し、この記憶した旨を通知する第２応答を前記中央管理
手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側の電池管理手段に対し、電源を投入させ
る指令を送信する請求項３に記載の電池装置。
【請求項５】
　前記中央管理手段は、昇順または降順で前記識別情報を割り付ける請求項１から請求項
４のいずれかに記載の電池装置。
【請求項６】
　前記中央管理手段は、該第２応答を送信しない前記電池管理手段がなくまるまで前記第
２要求を送信する請求項２または請求項４に記載の電池装置。
【請求項７】
　前記中央管理手段は、前記電池管理手段の数を予め記憶しており、前記識別情報付与時
において、各前記電池管理手段に付与した識別情報の数が予め記憶している該電池管理手
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段の数と異なっていた場合にエラー出力を行う請求項１から請求項６のいずれかに記載の
電池装置。
【請求項８】
　前記中央管理手段は、自身が記憶している前記電池管理手段の数が変更された場合に、
前記電池管理手段の各々に対して再度識別情報を付与する請求項７に記載の電池装置。
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の機器が接続されるネットワークの識別情報を設定する方法として、例えば
、特開２００４－１９３６４３号公報（特許文献１）に開示される方法が知られている。
特許文献１には、新たに接続する端末が仮の識別情報を含む接続要求メッセージを他の端
末に送信し、この応答として、接続要求メッセージを受信した他の端末から仮の識別情報
と競合する識別情報を持つ端末を示す競合メッセージを受信しなかった場合に、仮の識別
情報を自身の識別情報として設定する技術が開示されている。
　また、例えば、特許第３５４９６７６号公報（特許文献２）には、中央装置が識別情報
の割付要求メッセージをネットワークを介して接続されている複数の端末に対して定期的
に送信し、該ネットワークに新しく接続された端末からこの割付要求メッセージに対する
返信を受信した場合に、この新しい端末に新たな識別情報を割り付ける技術が開示されて
いる。
【特許文献１】特開２００４－１９３６４３号公報
【特許文献２】特許第３５４９６７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１に開示されている発明では、新たに接続する端末が仮の
識別情報を使用して、要求メッセージを生成するため、識別情報の昇降順序が管理できな
いという問題があった。
　また、上記特許文献２に開示されている発明では、割付要求メッセージが定期的に送信
されるため、通信負荷になるという問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、通信負荷の増大を回避すること
ができるとともに、各列電池の物理的な接続順序に一致する識別情報を割り付けることの
できる電池装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を採用する。
　本発明は、１以上の電池セルを備えた列電池が直列に複数接続されてなる列電池群と、
前記列電池の各々に対応して設けられ、対応する該列電池の電池状態を管理する複数の電
池管理手段と、前記電池管理手段の各々に対して固有の識別情報を付与するとともに、前
記電池管理手段から列電池の各々の電池状態情報を取得して管理する中央管理手段と、複
数の前記電池管理手段をデイジーチェーンで接続する第２通信線と、複数の前記電池管理
手段のうち、端部に位置するいずれかの該電池管理手段と該中央管理手段とを接続する第
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１通信線と、前記電池管理手段間の前記第２通信線にそれぞれ設けられ、該電池管理手段
間の接続及び非接続を切り替える複数の接続切替手段とを備え、初期状態において全ての
前記接続切替手段は非接続状態とされており、前記電池管理手段の各々は、前記中央管理
手段との通信において自身の識別情報が決定されると、決定された該識別情報を記憶する
とともに、自身の一つ下流側に位置する他の該電池管理手段との間の該接続切替手段を接
続状態として、他の該電池管理手段と該中央管理手段とを通信可能な状態とする電池装置
を提供する。
【０００６】
　このような構成によれば、各列電池の電池状態を管理する複数の電池管理手段のうち端
部に位置するいずれかの電池管理手段と中央管理手段とが、第１通信線によって接続され
るとともに、各電池管理手段間が第２通信線によってデイジーチェーンで接続される。第
２通信線にはそれぞれ電池管理手段間の接続及び非接続を切換える接続切替手段が設けら
れており、中央管理手段との通信において各電池管理手段に識別情報が付与されると、該
電池管理手段は自身の１つ下流側に位置する他の電池管理手段との接続切替手段を接続状
態とし、他の電池管理手段と中央管理手段とを通信が可能な状態とする。これにより、識
別情報付与時においては、第１通信線を介して中央管理手段と接続される最上流の電池管
理手段に対して識別情報が付与され、その後、最上流の電池管理手段により一つ下流側に
位置する他の電池管理手段との間の接続切替手段が接続状態とされることにより、該他の
電池管理手段と中央管理手段とが通信可能な状態とされる。このようにして、上流側に位
置する電池管理手段から順番に識別情報が付与されることとなる。
【０００７】
　上記電池装置は、前記中央管理手段は、識別情報付与開始時において、前記第１通信線
を介して接続される前記電池管理手段に対し、識別情報の割付を要求する第１要求を送信
し、前記第１要求を受信した前記電池管理手段は、自身の持つ識別情報を含む第１応答を
前記中央管理手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側に位置する他の電池管理手
段との間の前記接続切替手段を接続状態にすることで該他の電池管理手段と前記中央管理
手段とを通信可能な状態とし、前記第１応答を受信した前記中央管理手段は、受信した第
１応答に含まれる該電池管理手段の識別情報を記憶するとともに、所定の規則に基づいて
生成した次の識別情報を含む第２要求を、該他の電池管理手段に送信し、前記第２要求を
受信した該他の電池管理手段は、受信した前記第２要求に含まれる識別情報を自身の識別
情報として記憶し、この記憶した旨を通知する第２応答を前記中央管理手段に送信すると
ともに、自身よりも一つ下流側の電池管理手段との間の接続切替手段を接続状態とするこ
ととしてもよい。
【０００８】
　これにより、中央管理手段は、各電池管理手段に対して円滑に識別情報を付与すること
が可能となる。
【０００９】
　本発明は、１以上の電池セルを備えた列電池が直列に複数接続されてなる列電池群と、
前記列電池の各々に対応して設けられ、対応する該列電池の電池状態を管理する複数の電
池管理手段と、前記電池管理手段の各々に対して固有の識別情報を付与するとともに、前
記電池管理手段から列電池の各々の電池状態情報を取得して管理する中央管理手段と、複
数の前記電池管理手段をデイジーチェーンで接続する第２通信線と、複数の前記電池管理
手段のうち、端部に位置するいずれかの該電池管理手段と該中央管理手段とを接続する第
１通信線とを備え、初期状態において、前記第１通信線を介して中央管理手段と接続され
る最上流に位置する電池管理手段を除いた残りの電池管理手段の電源はオフ状態とされて
おり、前記電池管理手段の各々は、前記中央管理手段との通信において自身の識別情報が
決定されると、決定された該識別情報を記憶するとともに、自身の一つ下流側に位置する
他の該電池管理手段に対し、電源を投入させる指令を送信し、他の該電池管理手段と該中
央管理手段とを通信可能な状態とする電池装置を提供する。
【００１０】



(5) JP 4796119 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

　このような構成によれば、各列電池の電池状態を管理する複数の電池管理手段のうち端
部に位置するいずれかの電池管理手段と中央管理手段とが、第１通信線によって接続され
るとともに、各電池管理手段間が第２通信線によってデイジーチェーンで接続される。中
央管理手段との通信において各電池管理手段に識別情報が付与されると、該電池管理手段
は自身の１つ下流側に位置する他の電池管理手段に対し、電源を投入させる指令を送信し
、他の電池管理手段と中央管理手段とを通信が可能な状態とする。これにより、識別情報
付与時においては、第１通信線を介して中央管理手段と接続される最上流の電池管理手段
に対して識別情報が付与され、その後、最上流の電池管理手段により一つ下流側に位置す
る他の電池管理手段の電源が投入されることにより、該他の電池管理手段と中央管理手段
とが通信可能な状態とされる。このようにして、上流側に位置する電池管理手段から順番
に識別情報が付与されることとなる。
【００１１】
　上記電池装置において、前記中央管理手段は、識別情報付与開始時において、前記第１
通信線を介して接続される前記電池管理手段に対し、識別情報の割付を要求する第１要求
を送信し、前記第１要求を受信した前記電池管理手段は、自身の持つ識別情報を含む第１
応答を前記中央管理手段に送信するとともに、自身よりも一つ下流側に位置する他の電池
管理手段に対し、電源を投入させる指令を送信し、該他の電池管理手段と前記中央管理手
段とを通信可能な状態とし、前記第１応答を受信した前記中央管理手段は、受信した第１
応答に含まれる該電池管理手段の識別情報を記憶するとともに、所定の規則に基づいて生
成した次の識別情報を含む第２要求を、該他の電池管理手段に送信し、前記第２要求を受
信した該他の電池管理手段は、受信した前記第２要求に含まれる識別情報を自身の識別情
報として記憶し、この記憶した旨を通知する第２応答を前記中央管理手段に送信するとと
もに、自身よりも一つ下流側の電池管理手段に対し、電源を投入させる指令を送信するこ
ととしてもよい。
【００１２】
　これにより、中央管理手段は、各電池管理手段に対して円滑に識別情報を付与すること
が可能となる。
【００１３】
　上記電池装置において、前記中央管理手段は、昇順または降順で前記識別情報を割り付
けることとしてもよい。
【００１４】
　このように、昇順及び降順で識別情報が割り付けられることにより、中央管理手段と接
続されている電池の並び順に合わせて、昇順及び降順の識別情報が割りつけられるので、
各電池管理手段から取得した電池状態情報を、物理的な並び順と対応付けすることができ
、簡便に管理を行うことが可能となる。
【００１５】
　上記電池装置において、前記中央管理手段は、該第２応答を送信しない前記電池管理手
段がなくまるまで前記第２要求を送信することとしてもよい。
【００１６】
　このように、中央管理手段が、第２応答を送信しない電池管理手段がなくなるまで第２
要求を送信することにより、全ての電池管理手段を検出することが可能となる。
【００１７】
　上記電池装置において、前記中央管理手段は、前記電池管理手段の数を予め記憶してお
り、前記識別情報付与時において、各前記電池管理手段に付与した識別情報の数が予め記
憶している該電池管理手段の数と異なっていた場合にエラー出力を行うこととしてもよい
。
【００１８】
　このように、中央管理手段は電池管理手段の数を予め記憶しているので、電池管理手段
から送信された電池管理手段に付与した識別情報の数が、予め記憶している数と比較され
、異なっている場合には、エラー出力を行う。これにより、電池管理手段のエラーを簡便
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な方法で出力することが可能となる。
【００１９】
　上記電池装置において、前記中央管理手段は、自身が記憶している前記電池管理手段の
数が変更された場合に、前記電池管理手段の各々に対して再度識別情報を付与することと
してもよい。　
【００２０】
　このように、中央管理手段は、自身が記憶している電池管理手段の数が変更された場合
には、電池管理手段の識別情報を再度付与するので、運用中に電池管理手段の数に変更が
あっても正しい識別情報を管理することができる。また、電池管理手段の数は、例えば、
メンテナンスツールによって変更される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、通信負荷の増大を回避するとともに、各列電池の物理的な接続順序に
一致する識別情報を割り付けることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下に、本発明に係る電池装置の一実施形態について、図面を参照して説明する。
【００２３】
〔第１の実施形態〕
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る電池装置の概略構成を示した図である。
　図１に示すように、本実施形態に係る電池装置１００は、複数の電池管理部（電池管理
手段）１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、中央管理部（中央管理手段）２０、第１通信線３０、第
２通信線４０、複数の列電池５０ａ、５０ｂ、５０ｃからなる列電池群、及びスイッチン
グ素子６０ａ、６０ｂ、６０ｃを主な構成として備えている。
【００２４】
　列電池５０ａ、５０ｂ、５０ｃは、基本的には、電池セルまたは電池セルが複数直列接
続された構成とされている。各電池セルには、電池セルの電圧を検出する電圧センサ（図
示略）、温度を検出する温度センサ（図示略）がそれぞれ設けられている。電圧センサお
よび温度センサの検出結果は、各列電池５０に対応して設けられた電池管理部１０に出力
される。なお、図１に示すように本実施形態において列電池５０は、４つの電池セルを１
つの列電池としているが、これに限定されるものではない。また、上記二次電池は、例え
ば、リチウムイオン電池、鉛蓄電池である。
【００２５】
　電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃは、第２通信線４０によってデイジーチェーンで接
続されており、複数の電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃのうち、端部に位置するいずれ
かの電池管理部である電池管理部１０ａと中央管理部２０とが第１通信線３０によって接
続されている。なお、複数の電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃのうち、電池管理部間の
第２通信線４０には、電池管理部間の接続及び非接続を切り替える複数の接続切替部（接
続切替手段）６０ａ、６０ｂ、６０ｃがそれぞれ設けられている。また、初期状態におい
て全ての接続切替部６０ａ、６０ｂ、６０ｃは非接続状態とされている。
【００２６】
　各電池管理部１０ａ、１０ｂ，１０ｃは、中央管理部２０との通信において自身の識別
情報が決定されると、決定された識別情報を記憶するとともに、自身の一つ下流側に位置
する他の電池管理部との間の接続切替部を接続状態として、他の電池管理部と中央管理部
２０とを通信可能な状態とする。
【００２７】
　例えば、電池管理部１０ａは、中央管理部２０（詳細は後述する）から識別情報の割付
要求である第１要求を受信すると、自身が保有している識別情報を含む第１応答を中央管
理部２０に送信するとともに、自身よりも一つ下流側に位置する他の電池管理部１０ｂと
の間の接続切替部６０ａを接続状態にし、他の電池管理部１０ｂと中央管理部２０とを通
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信可能な状態とする。なお、本実施形態では、第１接続線によって中央管理部２０と接続
されている電池管理部１０ａから見て、中央管理部２０側を上流側とし、中央管理部２０
と反対側を下流側と定義する。
【００２８】
　中央管理部２０は、電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃの各々に対して固有の識別情報
を付与するとともに、識別情報付与後においては、電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃか
ら通知される列電池５０ａ、５０ｂ、５０ｃの各電池状態情報を取得して管理する。本実
施形態において、中央管理部２０は、昇順で上記固有の識別情報を割り付ける。
【００２９】
　例えば、中央管理部２０は、識別情報付与開始時において、電池管理部１０ａに対し、
第１通信線３０を介して識別情報の割付を要求する第１要求を送信する。この第１要求の
応答である第１応答を電池管理部１０ａから受信すると、中央管理部２０は、この第１応
答に含まれている識別情報と電池管理部１０ａとを対応付けて記憶するとともに、次の識
別情報（例えば、識別番号等）を含む第２要求を生成し、この第２要求を電池管理部１０
ａの操作によって接続された他の電池管理部１０ｂに送信する。
【００３０】
　中央管理部２０は、電池管理部１０ｂから第２応答を受信すると、この第２応答に含ま
れている識別情報と電池管理部１０ｂとを対応付けて記憶するとともに、該識別情報の次
の情報を含む第２要求を生成し、この第２要求を電池管理部１０ｂの操作によって接続さ
れた他の電池管理部１０ｃに送信する。また、中央管理部２０は、所定の回数（例えば、
３回）の第２要求を繰り返し送信し、第２応答が受信されない場合には、第２応答を返信
する電池管理部が存在しないとみなし、識別情報の割り振りを完了する。
【００３１】
　このように、中央管理部２０は、各電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃの順に識別情報
を割り付けるとともに、各電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃと、該電池管理部１０ａ、
１０ｂ、１０ｃの識別情報とを対応付けて記憶する。
【００３２】
　また、中央管理部２０は、電池管理部の接続数を予め記憶しており、識別情報付与時に
おいて、各電池管理部に付与した識別情報の数が予め記憶している電池管理部１０の数と
異なっていた場合にエラー出力を行うこととしてもよい。
【００３３】
　上記電池管理部の接続数は、ユーザによって任意に書き換えられるもであってもよいし
、ソフトウェア等の専用ツールを用いて書き換えられるものであってもよい。
【００３４】
　中央管理部２０は、識別情報の割り振りを完了すると、各電池管理部１０と通常通信を
開始する。具体的には、中央管理部２０は、識別情報付与後においては、各電池管理部１
０ａ、１０ｂ、１０ｃと接続される各列電池５０ａ、５０ｂ、５０ｃの電池情報を各電池
管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃから取得し、管理する。上記電池情報とは、例えば、各列
電池に設けられた電圧センサから受信した電圧値及び温度センサから受信した温度値であ
る。
【００３５】
　これにより、各列電池の電池状態は、中央管理部２０により管理され、例えば、列電池
のいずれかに異常が発生した場合（端子間電圧の異常、過電流等）には、エラー情報が中
央管理部２０と相互接続されたＰＣ等に出力されることとなる。
【００３６】
　次に、本実施形態に係る電池装置１００の作用について図１を用いて説明する。
　まず、識別情報付与開始時、中央管理部２０において識別情報の割付を要求する第１要
求が生成され、第１通信線３０を介して接続される電池管理部１０ａに送信される。第１
要求を受信した電池管理部１０ａにおいて、該電池管理部１０ａの持つ識別情報（例えば
、「０００１」）を含む応答である第１応答が生成されて中央管理部２０に送信されると
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ともに、この電池管理部１０ａよりも一つ下流側に位置する電池管理部１０ｂとの間の接
続切替部６０ａが接続され、電池管理部１０ｂと中央管理部２０とが通信可能な状態とさ
れる。
【００３７】
　第１応答を受信した中央管理部２０において、第１応答に含まれる電池管理部１０ａの
識別情報と電池管理部１０ａとが対応付けられて記憶される。次に、中央管理部２０は、
電池管理部１０ａの識別情報「０００１」から所定の規則に基づいて生成された次の識別
情報「０００２」を含む第２要求が、電池管理部１０ｂに送信される。
　第２要求を受信した電池管理部１０ｂにおいて、受信した第２要求に含まれる識別情報
「０００２」が識別情報として記憶され、電池管理部１０ｂが記憶した旨を通知する第２
応答が中央管理部２０に送信されるとともに、電池管理部１０ｂよりも一つ下流側の電池
管理部１０ｃとの間の接続切替部６０ｂが接続される。
　これにより、電池管理部１０ｃにおいても同様の手順により識別情報「０００３」が割
り振られる。
【００３８】
　以上説明してきたように、本実施形態に係る電池装置において、電池管理部１０ａと中
央管理部２０とが、第１通信線３０によって接続されるとともに、識別情報付与時におい
ては、第１通信線３０を介して中央管理部２０と接続される最上流の電池管理部１０ａに
対して識別情報が付与され、その後、最上流の電池管理部１０ａにより一つ下流側に位置
する他の電池管理部１０ｂとの間の接続切替部６０ａが接続状態とされることにより、他
の電池管理部１０ｂと中央管理部２０とが通信可能な状態とされる。このようにして、中
央管理部２０によって、上流側に位置する電池管理部１０ａから順番に識別情報が付与さ
れることにより、電池の物理的な並び順に合わせて識別情報が割り振られることとなる。
これにより、各電池管理部１０ａ、１０ｂ、１０ｃに対して円滑に識別情報を付与するこ
とが可能となる。
　また、このときに、降順または昇順に識別情報を割り当てていくことで、識別情報の並
びと列電池の接続順とを一致させることが可能となる。これにより、例えば、列電池に異
常が発生した場合には、いずれの列電池及び電池セルで異常が発生したかを、すみやかに
認識することが可能となる。
【００３９】
　また、中央管理部２０は、予め電池管理部の接続数を記憶しているので、この予め記憶
した電池管理部の接続数と、付与した識別情報の数とを比較することで、電池管理部１０
の接続数の不足を簡便な方法で出力することができる。
【００４０】
　なお、上述した実施形態では、電池装置としてハードウェアによる処理を前提としてい
たが、このような構成に限定される必要はない。例えば、各センサからの出力信号に基づ
いて別途ソフトウェア（電池装置の制御プログラム）にて処理する構成も可能である。こ
の場合、電池装置は、ＣＰＵ、ＲＡＭ等の主記憶装置、上記処理の全て或いは一部を実現
させるためのプログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体を備えている
。そして、ＣＰＵが上記記憶媒体に記録されているプログラムを読み出して、情報の加工
・演算処理を実行することにより、上述のハードウェア装置と同様の処理を実現させる。
　ここでコンピュータ読み取り可能な記録媒体とは、磁気ディスク、光磁気ディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等をいう。また、このコンピュータプログラ
ムを通信回線によってコンピュータに配信し、この配信を受けたコンピュータが当該プロ
グラムを実行するようにしても良い。
【００４１】
　なお、本実施形態に係る電池装置において、中央管理部２０は、電池管理部の接続数を
予め記憶していることとしていたが、これに限られない。例えば、運用中に電池管理部の
接続数が、メンテナンスツール等によって変更される場合があってもよいこととする。ま
た、この場合には、中央管理部２０は電池管理部のそれぞれに対し、識別情報を再度付与
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する。これにより、運用中に電池管理部の接続数に変更があっても、引き続き全ての電池
管理部を管理することができる。
【００４２】
　また、本実施形態に係る電池装置において、電池管理部１０は、列電池毎に設けられて
いるが、これに限られない。例えば、電池セル毎に電池管理部を設けることとしてもよい
し、複数の電池セルを１つのグループとし、グループ毎に電池管理部１０を設けることと
してもよい。
【００４３】
　また、本実施形態に係る電池装置において、列電池は直列に３つ接続したものを例に挙
げたが、これに限られず、特に上限を設定しない。
【００４４】
　また、本実施形態に係る電池装置において、中央管理部２０が第２要求を繰り返し送信
する回数は、３回としていたが、これに限られない。例えば、第２要求を繰り返し送信す
る回数は、ユーザによって任意に設定されることとしてもよい。
【００４５】
　また、上述した電池セルの端子間電圧の正常電圧範囲並びに温度の制限値は、設計によ
り任意に設定できるものとする。
【００４６】
　また、中央管理部２０が行う固有の識別情報の付与は、昇順で割り付けることとしてい
たが、これに限られない。例えば、降順で割り付けることとしてもよい。
【００４７】
　また、本実施形態に係る電池装置において、中央管理部２０が行う固有の識別情報の付
与は、昇順で割り付けることとしていたが、これに限られない。例えば、降順で割り付け
ることとしてもよい。
【００４８】
〔第２の実施形態〕
　次に、本発明の第２の実施形態について、図２を用いて説明する。
　上述した第１の実施形態では、第２通信線４０を順次接続することにより、各電池管理
部に識別情報を割り当てたが、本実施形態では、各電池管理部の電源を順番に投入してい
くことで、各電池管理部に順番に識別情報を割り当てる点で両者は異なる。
　以下、本実施形態の電池装置について、第１の実施形態と共通する点については説明を
省略し、異なる点についてのみ説明する。
【００４９】
　図２に示すように、電池管理部１０ａ´、１０ｂ´、１０ｃ´は、第２通信線４０によ
ってデイジーチェーンで接続されており、複数の電池管理部１０ａ´、１０ｂ´、１０ｃ
´のうち、端部に位置するいずれかの電池管理部１０ａ´と中央管理部２０とは第１通信
線３０によって接続されている。また、電池管理部１０ａ´、１０ｂ´、１０ｃ´の各々
は、中央管理部２０との通信において電池管理部１０ａ´自身の識別情報が決定されると
、決定された識別情報を記憶するとともに、自身の一つ下流側に位置する他の電池管理部
１０ｂ´の電源を投入させる。本実施形態では、第２通信線４０と別個に設けられた第３
通信線９０に設けられた接続切替部７０ａを接続状態にし、この第３通信線９０を介して
電池管理部１０ｂ´に対して電源を投入する旨の信号を出力する。
　これにより、中央管理部２０と電池管理部１０ｂ´とは第２通信線４０を介した通信が
可能な状態とされ、上述した第１の実施形態と同様の手順により、電池管理部１０ｂ´に
識別情報が割り付けられることとなる。電池管理部１０ｂ´における識別情報の付与が終
了すると、同様に、電池管理部１０ｃ´から第３通信線９０を介して電源投入を指示する
信号が出力され、これにより、電池管理部１０ｃ´の電源が投入される。これにより、第
２通信線４０を介した電池管理部１０ｃ´と中央管理部２０との通信が可能となり、電池
管理部１０ｃ´に識別情報が割り付けられる。
　このように、各電池管理部１０ａ´、１０ｂ´、１０ｃ´の電源を順次投入していくこ
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とによっても、上述した第１の実施形態と同様に、順番に所望の識別情報を付与すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る電池装置の概略構成を示す図である。
【図２】本発明の第２の実施形態に係る電池装置の概略構成を示す図である。
【符号の説明】
【００５１】
１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ａ´、１０ｂ´、１０ｃ´　電池管理部
２０　中央管理部
３０　第１通信線
４０　第２通信線
５０ａ、５０ｂ、５０ｃ　列電池
６０ａ、６０ｂ、６０ｃ　接続切替部
７０ａ、７０ｂ、７０ｃ　接続切替部
９０　第３通信線
１００　電池装置

【図１】 【図２】
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